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SAP HANA データベースのリストアとリカバリの
戦略

SAP HANA リソースのリストアとリカバリの戦略を定義する

データベースのリストアとリカバリを行う前に戦略を定義しておくと、リストア処理と
リカバリ処理を正常に実行できるようになります。

• 手順 *

1. 手動で追加した SAP HANA リソースでサポートされるリストア戦略を決定します

2. 自動検出された SAP HANA データベースに対するリストア戦略を決定します

3. 実行するリカバリ処理のタイプを決定します。

手動で追加した SAP HANA リソースでサポートされるリスト
ア戦略のタイプ

SnapCenter を使用してリストア処理を正常に実行するには、事前に戦略を定義しておく
必要があります。SAP HANA リソースを手動で追加する場合のリストア戦略には、 2 つ
のタイプがあります。手動で追加した SAP HANA リソースはリカバリできません。

手動で追加した SAP HANA リソースはリカバリできません。

リソース全体のリストア

• リソースのすべてのボリューム、 qtree 、および LUN をリストアします

リソースにボリュームまたは qtree が含まれている場合、そのボリュームまたは qtree でリス
トア対象として選択された Snapshot コピーのあとに作成された Snapshot コピーは削除され、
リカバリすることはできません。また、同じボリュームまたは qtree で他のリソースがホスト
されている場合、そのリソースも削除されます。

ファイルレベルのリストア

• ボリューム、 qtree 、またはディレクトリからファイルをリストアします

• 選択した LUN のみをリストアします

自動検出された SAP HANA データベースでサポートされるリ
ストア戦略のタイプ

SnapCenter を使用してリストア処理を正常に実行するには、事前に戦略を定義しておく
必要があります。自動検出された SAP HANA データベースには、 2 種類のリストア戦
略があります。
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リソース全体のリストア

• リソースのすべてのボリューム、 qtree 、および LUN をリストアします

◦ ボリューム全体をリストアするには、 * Volume Revert * オプションを選択する必要があります。

リソースにボリュームまたは qtree が含まれている場合、そのボリュームまたは qtree

でリストア対象として選択された Snapshot コピーのあとに作成された Snapshot コピ
ーは削除され、リカバリすることはできません。また、同じボリュームまたは qtree で
他のリソースがホストされている場合、そのリソースも削除されます。

テナントデータベース

• テナントデータベースをリストアします

「 * テナントデータベース * 」オプションが選択されている場合は、 SnapCenter 外部の HANA Studio また
は HANA リカバリスクリプトを使用してリカバリ処理を実行する必要があります。

自動検出された SAP HANA データベースのリストア処理のタ
イプ

SnapCenter では、自動検出された SAP HANA データベースについて、 Volume-Based

SnapRestore （ VBSR ）、 Single File SnapRestore 、 Connect and Copy のリストアタ
イプがサポートされています。

NFS 環境で Volume-Based SnapRestore （ VBSR ）を使用すると、次のようなシナリ
オが発生します。

• リストア用に選択されたバックアップが SnapCenter 4.3 より前のリリースで実行され ' Complete

Resource オプションが選択されている場合のみ

• リストア用に選択されたバックアップが SnapCenter 4.3 で選択されていて、 * Volume Revert * オプショ
ンが選択されている場合

NFS 環境で単一ファイル SnapRestore を実行するシナリオを次に示します。

• リストア用に選択したバックアップが SnapCenter 4.3 で実行されていて、 [ リソースを完全にバックア
ップ ] オプションのみが選択されている場合

• マルチテナントデータベースコンテナ（ MDC ）の場合は、リストア対象に選択されたバックアップが
SnapCenter 4.3 で作成され、「 * テナントデータベース * 」オプションが選択されているとみなされます

• バックアップを SnapMirror または SnapVault セカンダリの場所から選択し、 * Complete Resource * オプ
ションが選択されている場合

単一ファイル SnapRestore は、次のような状況で SAN 環境で実行されます。

• SnapCenter 4.3 より前のリリースでバックアップを作成する場合、 [ リソースの完了 ] オプションが選択
されている場合のみ

2



• SnapCenter 4.3 でバックアップを実行する場合、 * Complete Resource * オプションが選択されている場
合のみ

• SnapMirror または SnapVault セカンダリストレージからバックアップを選択し、 * Complete Resource *

オプションを選択した場合

Connect and Copy ベースのリストアは、 SAN 環境で次のシナリオに基づいて実行さ
れます。

• MDC の場合は、リストア用に選択されたバックアップが SnapCenter 4.3 で作成され、 * テナントデータ
ベース * オプションが選択されている場合

* リソース全体 * 、 * ボリューム復帰 * 、 * テナントデータベース * の各オプションは、 [ リス
トア範囲 ] ページから選択できます。

SAP HANA データベースでサポートされるリカバリ処理のタイ
プ

SnapCenter を使用すると、 SAP HANA データベースに対してさまざまなタイプのリカ
バリ処理を実行できます。

• データベースを最新の状態にリカバリします

• 特定の時点までデータベースをリカバリします

リカバリの日時を指定する必要があります。

• 特定のデータバックアップまでデータベースをリカバリします

SnapCenter には、 SAP HANA データベースをリカバリするオプションもありません。
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